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生活クラブ北海道 機関誌
チュプとはアイヌ語で太陽、月の意味

2023 No. 488

９月号

ほろのべ核のゴミを考える全国交流会の様子

※Ｐ６に関連記事を掲載

ＩＮＤＥＸ 2023 幌延サマーキャンプ＆幌延全国集会

生活クラブでんきで  私たちの未来を変えよう！

３

４～５

私たちの北海道のこと  一緒に考えませんか

７

６

2023 年度 生産者交流会
はじめましてもお久しぶりも 知ることから始めよう会

運営委員長研修報告

４年ぶりに再開された幌
ほろのべ

延サマーキャンプ（７/29～30）に、組合員19人が
参加しました。この間、幌延深地層研究は９年間延長され、寿

すっつ

都町と神
かもえない

恵内
村では高レベル放射性廃棄物処分場選定の文献調査から「概要調査」に進
もうとしています。そして、岸田政権は原発回帰に大きく舵を切りました。
北海道に「核のゴミ」が持ち込まれないように、幌延町の深地層研究を一日
も早くやめさせるために、町長へ要望書を提出し意見交換を行いました（上
写真）。また地元住民や各地からの参加者との交流もあり、参加した中学生
は「核のゴミの問題は私たち子どもにも関係ある問題だと気づきました」
と話しました。この言葉を大人はしっかりと受け止めなければなりません。
次世代の子どもたちにどんな北海道を残せるのか、今が正念場です。　　
　　　　　　   　〈原発ゼロ・市民エネルギー委員会担当理事　小林 恭江〉

見て  学んで  生活クラブがめざすもの
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●
「
ゲ
ノ
ム
編
集
ト
マ
ト
苗
を
受
け
取
ら

な
い
よ
う
要
望
す
る
活
動
」
に
つ
い

て
、取
り
組
み
趣
旨
お
よ
び
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
認
し
ま
し
た
。

●
新
た
に
開
発
し
た
「
十
勝
固
形
石
け

ん
」
の
取
り
組
み
１
周
年
に
あ
た
り
、

全
体
で
の
利
用
結
集
活
動
の
提
案
が

あ
り
承
認
し
ま
し
た
。

●
９
〜
11
月
を
で
ん
き
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

と
す
る
取
り
組
み
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

提
案
が
あ
り
承
認
し
ま
し
た
。

●
10
月
に
開
催
す
る
組
合
員
討
議
「
み

ん
な
で
考
え
よ
う
！
私
た
ち
が
つ
く

る
福
祉
・
た
す
け
あ
い
」
の
資
料
を

確
認
し
ま
し
た
。

●
「
福
島
第
１
原
発
処
理
水
の
海
洋
放

出
決
定
へ
の
抗
議
及
び
即
時
撤
回
を

求
め
る
緊
急
申
し
入
れ
」
を
生
活
ク

ラ
ブ
運
動
グ
ル
ー
プ
３
者
に
て
お
こ

な
っ
た
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

●
わ
く
わ
く
ま
つ
り
の
進
捗
状
況
を
確

認
し
ま
し
た
。

組織（８月度 ）
組合員数 12,484 名

加入 47 名 脱退 77 名
共同購入（９月度 ）
利 用 高 ２億 1,492 万 8,990円

１世帯当たり 17,216円
グリーンシステム（８月度 ）
Ｒ び ん 回　収 22,442 本

回収率 89.8 ％
紙パック 売却金 7,470 円

回収率 77.6 ％
ピッキング袋 回収率 21.0 ％

福祉基金（８月度 ）
賛同者数 3,004 名 賛同率22.8 ％

エッコロ（８月度 ）
加入者数 4,042 名

加入 ４名 脱退 16 名
生活クラブ共済 ハグくみ  （７月度 ）
加入件数 1,514 件

CO・OP共済（７月度 ）
保有件数 たすけあい 4,016 件

あいぷらす 1,888 件

電気の共同購入  （６月 ）
〈 供給契約者数 〉 770 名

〈 電源構成比  速報値 〉
６月は、約８割の電力を再生可能エネ
ルギー発電所からお届けしています。

田
ん
ぼ
の
生
き
໤
調
औ
の
⃾
࠮

⃻
日
、
田
ん
ぼ
は
֞
の
ـ
େ
り
で
し

た
。
と
ん
ぼ
の
ٛ
の
໹
ᚧ
さ
ん
が
ဥ

փ
し
て
く
れ
た
ಖ
܉
ޢ
で
ফ
し
Ⅶ

と
ဎ
し
Ⅶ
を
۷
察
し
、
਋
໮
し
て
生

ま
れ
た
୤
ち
⁂
ん
が

お
ༀ
に
な
る
こ
と
を

学
Ⅰ
ま
し
た
。

今
ා
の
֞
ۈ
り
ఘ

ࡑ
↚
ⅽ
ー
は
⃿
࠮
Ĵı
日
。
そ
の
ံ

਩
は
ↂ
↖
⇀
ↇ
や
ಕ
文
ဥ
ঞ
と
一
੣

に
い
ⅲ
い
ⅲ
ༀ
ഴ
჏
ဥ
ঞ
が
එ
き
ま

す
。
⃸
⁐
࠮
に
⃷
ٝ
Ĳ
న
 
⃻
ŬŨ
‪
か

ら
、
そ
れ
⅌
れ
の
世
ఝ
の
૙
Ⅶ
る
ၾ

に
ࣣ
ⅸ
ⅉ
て
ഴ
჏
で
き
ま
す
。
ॲ
౷

と
生
ॲ
৪
、
ऩ
෽
၎
歴
が
ⅸ
か
る
お

ༀ
を
૙
Ⅶ
る
࿩
௵
を
し
て
、
さ
ら
に

生
ॲ
৪
と
の
ᣏ
を
૬
め
ま
し
ょ
う
。

※
昨
年
登
録
済
み
の
方
は
自
動
更
新
さ
れ
ま
す

ત
ٚ
ↄ
⁌
⇅
↰
ー
⇅
が
ই
ま
っ
て

い
ま
す
。
ح
ව
ၚ
が
高
い
の
は
、
܏

が
見
え
る
ழ
ࣣ
֥
か
ら
の
ત
ٚ
で
す
。

୊
を
か
ℿ
る
↳
ⅾ
⇅
ト
は
‵
ↈ
↘
⁌
⁋

↭
美
ྙ
し
い
ⅲ
‶
だ
ℿ
で
は
な
く
、

‵
国
ॲ
ト
↴
ト
を
使
っ
た
ↈ
↘
⁌
⁋
↭

を
૙
Ⅶ
る
人
を
௩
や
し
た
い
‶‵
日
本

の
෠
ު
を
৿
っ
て
子
ど
も
世
య
に
つ

な
⅀
る
た
め
、一
੣
に
ވ
൳
ࣔ
ව
を
ই

め
ま
ⅉ
ん
か
‶
と
い
う
ފ
൳
ழ
ࣣ
の

一
֥
と
し
て
の
ণ
ത
で
す
。
Ⅰ
ん
の
リ

↺
ー
←
で
↭
↼
↋
↵
ॉ
ࡘ
、
⃷
⁐
࠮
に

⃷
ٝ
の
ထ
࿩
ވ
൳
ࣔ
ව
で
૙
຦
⇀
←

を
ࡘ
ら
す
な
ど
、
۪
ޏ
へ
の
৾
り
ழ

Ⅼ
も
ވ
ۜ
を
ං
ら
れ
る
と
এ
い
ま
す
。

↌
←
↜
ⅾ
↠
↬
↾
な
人
を
௩
や
す

Ⅶ
く
、
ત
ٚ
ↄ
⁌
⇅
↰
ー
⇅
を
ど
ん

ど
ん
ڰ
ဥ
し
て
く
だ
さ
い
。

月
の
理
事
会
か
ら

˔

⃿
〜
ĲĲ
࠮
は
生
ڰ
ↆ
↼
↬
で
ん
き

の
ↄ
⁌
⇅
↰
ー
⇅
で
す
。
౷
ݩ
໢
൯

化
と
言
ⅸ
れ
る
こ
の
気
࢓
ܓ
ܥ
に
、

জ
た
ち
は
౎
ౢ
ள
২
ٛ
へ
࢜
ℿ
൲
き

ま
す
。
生
ڰ
ↆ
↼
↬
ཤ
٬
ൽ
の
ഩ
気

は
Ւ
ێ
バ
ⅾ
ↁ
Ↄ
←
อ
ഩ
、
ຩ
ඞ
༆

಴
の
໓
力
อ
ഩ
も
ح
ⅸ
り
ழ
ࣣ
֥
に

ރ
ݯ
し
て
い
ま
す
。

۪
ޏ
に
෻
ၪ
、
自
ட
と
ވ
生
し

な
が
ら
ૺ
め
る
ठ
生
خ
ෝ
エ
↣
↾

ↅ
ー
。
こ
の
エ
↣
↾
ↅ
ー
へ
の
ഢ
۟

は
خ
ෝ
な
の
か
、
ĺ
࠮
ĳķ
日
に
࣒
׵

ٛ
を
ٳ
ट
し
、
Ⅼ
ん
な
で
ࣉ
え
る
時

ۼ
に
し
ま
す
。
Ĳı
࠮
か
ら
は
国
に
࢜

ℿ
‵
౎
ࡔ
อ
、
౎
ౢ
ள
と
ठ
生
خ
ෝ

エ
↣
↾
ↅ
ー
へ
の
エ
↣
↾
ↅ
ー
ഢ
۟

の
ح
௸
を
ݥ
め
ま
す
‶
の
੤
ྴ
ڰ
൲

を
お
こ
な
い
ま
す
。

໮
୞
ℿ
ん
‵
⅟
な
た
ぼ
っ
こ
‶
を

ⅲ
り
ఉ
く
の
ழ
ࣣ
֥
に
知
っ
て
も

ら
い
使
っ
て
も
ら
う
た
め
の
ハ
⇅
ド

↬
⁋
ↆ
が
あ
る
こ
と
を
⅂
ం
知
で
す

か
？

؄
れ
を
၂
と
す
し
く
Ⅼ
や
୞
ℿ

ん
と
ࣣ
଼
஄
स
の
֑
い
を
↊
⇅
↧
ↆ

ト
に
ま
と
め
、
໮
୞
ℿ
ん
を
う
ま
く

使
い
こ
な
ⅉ
る
ⅽ
ⅾ
↜
↶
ै
り
や
使

い
༷
も
ત
ٚ
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
は
୞
ℿ
ん
࣒
ज
で
৘
׵
を
࢐
え
て

の
ા
で
ڰ
ဥ
し
て
き
ま
し
た
が
、
た

く
さ
ん
の
ழ
ࣣ
֥
に
見
て
も
ら
え
る

ⅲ
う
、
↱
ー
↶
↰
ー
↏
に
श
ⅉ
ま
し

た
。
૙
ܕ
஄
い
や

ಋ
ਸ਼
৾
り
、
১
஄

い
の
۰
ౙ
൲
ْ
も

あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ⅸ
ⅉ
て
⅂
။
く
だ
さ
い
。
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３

生活クラブの活動・運動の取り組み意義などを、より理解を深め学ぶために運営委員長研修を毎年おこなっています。
今年度は７月 21～ 22日に東京都を訪れて、西東京市の社会福祉法人悠

ゆうゆう

遊・パスレル保
ほうや

谷の施設見学、足立区の
（株）トベ商事での洗びんの工程などを見てまわりました。参加した委員長から報告してもらいます。

生活クラブがめざすもの
見て
学んで

運営委員長研修報告

代表取締役 戸部昇さんを囲んで

にこやかに歌う入居者の皆さん

୯஀๋ఋଐଘૂ༣ເᓊଜ଼ᐨଐଗ5ଜ଼ᓊᓙ૴ଲ
Ꭻඊଧଐଗᐅྑ଻᫓ྜ଀ଧ଀ଈૃḵᔚଐଗᓊᓙყૂ
ඞഽଔᑭ᧎・అᗎ଀ૂළ଀いᏑ፷଻ᡚଏଗഷᧃଔૂ
્ᷪฬ଻೺ଵ଴࿀຃଻ᇇ૯૎଑い૯ుᏦଗᬓଳ଻ᅦ
ଁଧ଀ଈૃ଑ଏもድいଓ૴ૂଜ଼ᇓ೺ଭᏑ፷ଓ଒
త૵᪊૯၉ញも༟いૼ଑ૂᵬ૵いଗ૫଴኱もᱛᄘଔ
෭ଌଈᏦൻଔძఋ଀ଏい଴ૂᵬ૵いᣧᵼᙳᘬ૵଑ଏ
もḵいుᏦଐ૫଴ૼ଑଻ൃପଏᜎଳଧ଀ଈૃ

ુᘿຫଘኰଜ଼ଗ౴
ᡢ૵௞ྨྱଐૂᓊい
ଜ଼ଗᶑ᫐૵ḵଧଌ
ଏい଴ଆ૯ଐଂૃ࿀
຃૵ଓૺଵଙᷪฬଗ
ྨྱ౴ᡢଘଐ૶ଧ଄
଼ૃଆଗଈପଔも஑

஍ணୠଜ଼ଗທැᘬἔἏ
૵༣ാだ଑Ⴢくᅦଁଧ଀
ଈૃଧଈૂ્ ၨଔᙯᙰ଀
ᡭૺଓૺଵଙଓଲଓい஑
ଡ଼ୋୖஒ଱ଳૂ௖ྱᲧଗ
ᙯᙰଐ૫଑ଘ᪱೬だૺଐ
଱い஑஍ணୠଗତ૯૵ສ
ಛᛂଔ୏୴ஒ୕ண଑ᮋᙳଗ៵ᠼଔଓ଴ૃଆଵଔଘᓩ
ᮋᣧ૵ᮥ೺ዜଔ૏ᙠ໷ଔᦍいもଗૐ଻ᣦ૱ૂᱠଟ
ૼ଑૵ჼ᫐ ૏ૃ౫いሗଏ଴ૐૼ଑ଔᑗᑑ
ପ଻૴ૺଏい૴ଓૺଵଙૂᇿᡭ෢᤬ଓ
ᝒ౉ଘྵᘿଐ૶ଓいだଶ૯૎଑い૯૳ᬎ
ଔૂᙯᓕୖஐ୽ଐᴠၸᇿଊᡭૺଏい଴ଆ
ଗ᫕ᖡ଻బყもᝒ౉ଔႄପଏいくჼ᫐
૵૫଴଑ᄔいଧ଀ଈૃ

いしかり支部    清水 睦

500ml のＲびんは北海道内で循環し、
その他のびんはトベ商事へ

め
ざ
せ
！
回
収
率
100
％

ુଘଁପଔૂᙯᓕୖஐ୽᱄෭౉ᷡํ�ృᨧᙷᙂྑさ
଼ଗᬎ଻౑ଌଈૃᆭఊଭᒁಞඳᐨଓ଒ૂ௣ᚁ૵ᛝ
ᶥଂ଴᱑᲎ଓᗺᒳଗ௫ଐૂᙯᓕୖஐ୽ଔౝ૵ଐ૶଴
ଗ૴ૃᙯඩଭᙯᓕୖஐ୽ଗᑙ෥଻ᡀ᫠૶ଓ૵ଲྜ଼
だૃృᨧさ଼ଔ଱଴଑ૂᙯᓕୖஐ୽ଘᓥ༜ଐḵいᬂ
౷଻ීૺଏい଴଑い૯ૃዪ᰽ଗ૳ᑴさ଼૵ᙯᓕଗ௫
ଐᅦଁ଴ᐅ૆ଓํᷙଔ࿕଀ૂᥩഽଈଊଐ᪊൹଀᫠ᒚ
ଂ଴଑ૼଶଔᙯᓕୖஐ୽ଗᦍさଘ૫ଳૂଆଵ૵ᬂ౷

ଔ଍ଓ૵ଌଏい଴ଗだ
଑ᅦଁଈૃ
ુᑆଔૂᝒ౉ᝮ᝗ᒹత
ᄽᱎủ၊ഒᛨỨ଑୸ୠ
ஓஒಈ᭩଻᫓ྜ଀ଈૃ
჊ൃଘჼ᫐ଓᮔᲨさ૱
ସ૴ଲଃૂᬥଢ௜ૻૂ

ᆻᡭ૶଻଀ૂత଑૳
Შ଻ᵻପଈଗだ଑い
૯ૃᡗ෭ำଗᄔい૵
ᬍଧଌଈኳ᫴だ଑ᄔ
૯଑ᤪ૵いଌଚいଔ
ଓଌଈૃኳ᫴ഈଗಈ
ᤖລ્ଦ଩૎ଘૂྑ
ᤖଏ௫ଗᡗ෭ำ૵ᥩ
ഽଈଊଗྑ଒もଗଈପଔཕପଈນ౜૵஖ண୒ணୡᡜ
ᆥଡ଑଍ଓ૵ଌଈ଑い૯ૃଧさଔૂ્૫ଌଈଲいいଓ૎
૵ྵᘿ଀ଈ჏ଐ૫଴ૃᙯᓕୖஐ୽଑ଘ༡૵჏ଔଓ଴
໥ᆶଓଗだ！
ુଧଃଘૂᓕ൹ଗଂଢଏଗຨ෣଑ଓ଴્ᙯᓕୖஐ୽
૵ག૶！૎଑い૯త૆଻໹ଭ଀ଏいくૼ଑૴ଲ᷉Ⴡଌ
ଏい૶ଈい଑ᄔ૯ૃ

白石支部   大野 直子ｄａｙ.１

ｄａｙ.２

パスレル保谷は、デイサービスセンター・生活
クラブ保育園・デポー（生活クラブの組合員の
お店）・住宅を備えた複合施設
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2023ၸႎ ᙯᙰᣧఛᓘ౉

道内の提携生産者「共生会」の会員と、生活クラブの組合員合わ
せて約80人が参加し、４年ぶりに実参加で生産者交流会を開催し
ました。共生会幹事８生産者から「おすすめの消費材」をテーマ
に話してもらい提携の意義を再確認し、会うことの大切さを実感
しました。　　　〈主催：本部消費委員会   ８/９　札幌エルプラザ〉

　国産小麦や北海道産小麦の使用は、今
では当たり前となりましたが、製粉会社
にとって「お荷物」と言われていた1980年

代に、生活クラブと提携していち早く北海道産小麦に取り組
みました。現在の主な品種は「きたほなみ」です。
　30 年前から取り組んでいるホットケーキミックスは、と
にかく原材料がシンプルです。一般に使われるぶどう糖、着
色料、香料などは不使用。健康を害するおそれのあるアルミ
ニウムを含まないベーキングパウダーを早い段階から使用す
るなど、生活クラブは非常に先見の明があると感じます。ホッ
トケーキは消費材のたまごと牛乳を使って焼くのが一番おい
しくおすすめです！

〈北海道産小麦粉薄力タイプなど〉
木田製粉㈱ 浅利  和幸さん

　生活クラブ牛乳の特徴を３つ紹介しま
す。① 65℃ 30 分の低温殺菌製法。風味
や栄養成分の損失を最小限に抑えます　

②NON-GM飼料を食べた牛から搾乳　③こだわりの酪農家。
情報開示もしている７戸の酪農家の努力で成しえた牛乳で
す。提携開始時（1983 年）の殺菌時間は 85℃ 15秒。酪農家
の努力で衛生的な乳質に改善していき、1990年に 65℃ 30分
となりました。低温殺菌牛乳のデメリットである短い消費期
限も、牧場と製造工場の衛生レベルの向上により、2018年に
1日延ばすことができました。
　15年前は月８万本の利用でしたが、現在は約３万本です。
今後も飲み続けていくために利用結集をお願いします。

ଉଖわୀତ生活クラブᘗ఑

〈牛乳・ヨーグルト・生クリームなど〉
サツラク農業協同組合  美馬  裕隆さん

〈ウインナー・ロースハムスライスなど〉
札幌バルナバフーズ㈱  高橋  幸一さん

ྥଟସଡྼᄒ଍ଜṖଯଋ଑ିୂる୚୘ンナー

　「子どもが食べて安全安心なウインナー
を」という生活クラブからの要望に応えて、
1984年からプレーンウインナーの供給を始

めました。使用する肉は古川ポークで、飼料にはNON-GMの
ものを使用しています。工場では冷凍解凍装置を導入し、温
度管理を向上させました。原料肉は脂や骨を取り除き、ミン
チされ、香辛料と混和されます。充填機を使用して製造され、
加熱と殺菌工程を経てパッケージに包装されます。
　これまで、消費材として食品添加物を一切使用しないウイ
ンナーを生産し続けています。消費者の食品添加物への意識
が高まり、需要が増えています。この生活クラブの消費材を知っ
てもらい、どんどん利用していただきたいです。

〈生活クラブ米の精米から出荷〉
㈱食創 中谷  宗弘さん

生活クラブᡐତᠴᙲଥ ଀まଁ଑Ὕ

　私たちは米の管理や精米から出荷、各
センターにお届けする役割をしています。
　生活クラブ米は滝川市江部乙町の「と

んぼの会」で、埴渕会長を中心に 28 軒の農家の方々が作っ
ています。とんぼのゆめの品種は、ななつぼし。その他の
取り組みは、ゆめぴりか・ゆきひかり・玄米のななつぼし
です。生活クラブの自主基準は、農薬成分回数は一般の慣
行栽培の半分以下の８回以内で、種子の温湯消毒など、常
に農薬を減らす取り組みをしています。
　皆さんが食べているななつぼしの食味ランキングは全国
で一番上の特 Aランクで、安心でとてもおいしく食べてい
ただける銘柄です。

෍ፓዃଂ୫ンプルଠܗホ୷୼୥ーୡミ୷クス
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　36年前、道産大豆を原料に消泡剤不使用
の豆腐を製造してほしいと話を聞いたのが
提携のきっかけです。まだ20代前半だった

私は一般の人が消泡剤のことを言うのに驚き、消費材という言
葉も新鮮で、生活クラブに興味を持ちました。
　絹豆腐だけでも、製法や原材料などを４～５回は変えていま
す。道産丸大豆の豆乳に、天然由来のにがり

4 4 4

である粗製海水塩
化マグネシウムを加え、電気凝固法で固体にする。現在の絹豆
腐は業界最高ランクだと自負しています。
　冷蔵品取り組みの実験ラインとして、夜中から早朝まで一人
で箱詰めもしました。当時は辛かったけど（笑）その苦労が今
につながっているのかなと、貴重な良い思い出です。

ᐉᚳጲẦランクତᯍᦈ

〈豆腐・納豆・小あげなど〉
オシキリ食品㈱  遠藤  一彦さん

ஞンᳺ༅をฌまଠૺᣒୀᬔ฼

丸金佐藤水産㈱  佐藤  元彦さん
〈焼ちくわ・はんぺん・板かまぼこなど〉

　「主原料は魚だけで着色料・保存料等の
添加物は不使用。リン酸塩も含まない練り
製品が欲しい」と、約30年前に話をいただ

きました。リン酸塩の摂取による体への負担や、栄養の吸収を
阻害するのではという懸念が、要望の発端です。
　リン酸塩は我々が添加するのではなく、すり身の保水性と結
着性を保つため、ほぼすべての冷凍すり身に含まれているのが
現状でした。そこで、あらかじめ保水性と結着性を高くしてお
けば除けると考えて、実行してくれるパートナーとアラスカで
出会いました。世界的に水産資源は貴重で、このパートナーシッ
プが途切れたら復活させるのは困難でしょう。組合員と作り上
げた消費材を守るためには、食べ続けてくれることが必要です。

〈昆布巻・熟成塩鮭・魚醤（にしん）など〉
㈱ NSニッセイ　松田  さゆりさん

᲻ᚢ・ະᚢ෍ዃତᇗ౯ୀዥၯၫ

　３つのこだわりを持ち、製造しています。
まず素材本来の味を大切にすることで、道
産・国産を基本に国内で水揚げされる原料

を主に使用しています。２つめは化学調味料・保存料の一切
の不使用で、創業以来 35年守り続けています。３つめは加工
技術の伝承、手作りへのこだわりをもつことです。
　昆布巻きは１本１本手巻きし、国産のかんぴょうで結ぶま
での全工程が手作りで、素精糖・醤油・魚醤を使ったオリ
ジナル調味液にじっくり漬け込み仕上げます。安全安心な
ものを食べ続けたいとこの製法で製造できるのも、理解し
てくれる組合員がいてこそ。対等互恵な関係で励んでいき
たいと思います。

〈生ラーメン・焼きそば〉
国岡製麺㈱  国岡  智哉さん

　皆さんは買い物をする時に、食品表示を
見ますか？ 食品表示に何をどう載せるのか
は、中国の餃子偽装事件をきっかけに変化

が早くなりました。何を知りたいのか声を出すことで、必要
な情報がわかりやすく記載されるようになっていきます。塩
分を気にする消費者の声から、ナトリウム量という表示が食
塩相当量に変わったのもその一例です。
　消費材には「かんすい（炭酸カリウム、炭酸ナトリウム）」
と書いてあります。かんすいの中身まで書いているのは、生
活クラブだけじゃないかと思います。そのように市販品とは
違うメッセージが書かれていますので、ぜひ見て消費材を楽
しんでください。

, /29( ୱஉ୼ଷ୉Ὕ
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私たちの北海道のこと
一緒に考えませんか

原発ゼロ・市民エネルギー委員会   増田　真依子

道北の幌延町に放射性廃棄物の貯蔵施設誘致計画が持ち上がった1980年代から生活クラブでは「核のゴミ
と人類は共存できない」と脱原発運動を推進してきました。1990年からは地元住民と交流を深め、計画中止
を求める活動として「幌延サマーキャンプ」を全国交流会の時期におこなっています。

2023幌延サマーキャンプ＆幌延全国交流会

組合員のみなさんは、『幌延深地層研究所』をご存知で
すか？ 今、寿都町と神恵内村では高レベル核廃棄物処分
場建設に向けた調査を行っていますが、ここは、その廃棄
物の処分方法を研究している日本原子力研究開発機構の施
設です。生活クラブでは、1985年から幌延町の問題に関わっ
てきました。

　今回は４年ぶりのキャンプとなり、中学生３人、小学生
２人も一緒でした。１日目は大型バスで日本海沿いを北上
し、幌延町に到着。まずは恒例の町長への申し入れです。「約
束通り終わらせ埋め戻してほしい」私たちと、「研究は必要」

という町長との対話は平
行線で、やはり続けてい
かなくてはと思います。
　全国交流会の会場は満
席。札幌からご一緒した
『子どもたちに核のゴミ
のない寿都を！町民の会』
代表の三木信香さんが現

状を話されました。続いて、宿泊するセミナーハウスに移り、
参加者が３部屋に分かれて話し合います（左下写真）。各々
の活動から、どう次世代に引き継ぐかまで幅広い話題が出
ました。子どもたちは話を聞いたり卓球をしたり、広い会
場で思い思いに過ごしました。

　２日目の朝は豊富町の『工房レティエ』でジェラートを
食べたあと、幌延の街で「みなさんと一緒に考えていき
たい」というチラシを入れて歩きました。お断りされるこ
ともありますが、ご苦労さまと言ってくださる方もいて、
これは大事な交流の時間です。
　そして、いよいよ研究所の施設『ゆめ地創館』で原子
力機構への申し入れです。延長された研究をいつ終わら
せるのかの問いに対して、一向にはっきりしない機構の姿
勢に多くの意見と質問が出ました。
　帰りは音威子府村、名寄市を経由しての内陸コース。
感想を共有しながらのバス旅は、長いようであっという間
です。遠くてなかなか…と思っている方、次はぜひ一緒に
参加して、核のゴミについて声をあげていきましょう。

ુၭႢଘଁପᎇ୛ஆํᷙ଻༟くଗత଑ഁ጗଀ଈいଐଂૃ᝺もᘿອଔ᪊૶ૂ
଱ଳᥩഽఋ଑଀ଏሎ૱଴ૼ଑૵ଐ૶ଧ଀ଈૃ᪊ញଘ૷ଌ଀ଳଐଂ૵ૂ૳Ꮿ
଀ନもᬍଧଌଏい଴ଗଐፀၸଗ෈൩଻Ⴢく૳ඁପ଀ଧଂ！෈൩଀ଏᦍ૴ଌ
ଈଐଂૃુુુુ����������������������������������ુુુુુુඪኂᱴ���᭩ᒓ�ბఀྑ

ᎇଗ୛ஆଗඳᵜଘᜎଌଏいଧ଀ଈ૵ૂၭႢଔ໊ପឹଏଲଵଆ૯ଔଓଌଏい
଴ૼ଑ଘᜎଳଧ଄଼ଐ଀ଈૃၭႢ૵଒଼ଓ଑ૼଶ૴ᜎଲଃଔ෈൩଀ଧ଀ଈ૵
ୢୋ୚ணஅண୯ଗἂάଔ౫ସଵଏい଴ႄ༣ଓያᦎ଻᫓ଏૂ᭬૴ଓᥩᖯଔᄳଧ
ଵଏい଴ၭႢଔᎇଗ୛ஆ૵ፀଓい଱૯ଔଧଈ෈൩଀ଈいଐଂૃુુુુુ
ુુુુુુુુુ�ુ���������������������������ુુુ������ુ�௫ྜựၸ��᭩ᒓ�፩ྚ

幌延サマーキャンプに参加して
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ȁȶՒێζͼ·υΈςΛΡȷ͉ȂߞႹঌಎ૤໐̥ͣ৬́

Ķı ໦̩̞̜ͣͥͅߞႹঌՒێ಴ئ
̱̱͓̀̾͜

ഔ༆̜̳ͤ͘ͅȃ

ȁ̭͈Ψͼ΂΄ΑίρϋΠ̦୭౾̯̹ͦԺഛ᥈Ւ͉ێȂঊ

डఱ́͘ݱೄஜ଼͈ك੄̥ͣݱ Ĳııı ൮೾͈਋̫ව̦ͦ

ෝ̞̠͂ఱܰ࿅၃෠ঔ୭̳́ȃ̭̭́ෳ੄̯ͦͥ͏ͭخ

ෂȪķĵΠϋ İ ඾ȫ͞ົ̧პ̧̱̈́̓ͬͥ́̀أحιΗϋ΄

Αͬ၌ဥ̳ͥΨͼ΂΄Αอഩ͂ఊု࢕อഩͬ၌ဥ̱̀Ȃ೒

̞ࢩȃ̷͈୭๵͉̳̞࣐̀̽͘ક๯ဥ͈อഩͬزু͉ુ

ົ౷ඤͅାட͂໼͍Ȃఱ̧̈́ඵ͈̾อࣖ௑Ȫৢئ૯ȫ͉

คഩဥ͂ুزอഩဥͅ໦̫̞̱̹ͣͦ̀͘ȃ౷ಎ͉ͅί

ρϋΠ̧࣐ͬြ̳ͥ͞ၳࡔ୆଼໤ͬၠ̳Ωͼί̦ົ̥ͦȂ

ĳĵ শুۼ൲́ଷ̳̭̠̞̞̯́͂͂ͥ̀ͦࢄȃ

ȁဒ઼ഩႁ͈୆ڰ·ρή̧͈́ͭ͒ＦＩＴคഩ͈͕̥Ȃอ

ഩ͈षͅอ୆̳ͥဒ઼෎͉඿͙͈֩ݱକ͈ͅأح၌ဥ̯

ͦȂΨͼ΂΄ΑίρϋΠ́୆̲ͥס๬͉෠ު၌ဥȂסࡥ໦

ၗ͈ࢃકاॼ
̰ ͭ ̯

ᙨȪാે͈͈͜ȫؚ͉आັ̧͈ఙ๬ৡ́ତ

඾ۋ௓̵̯̀ݱৡඤ͈ठ୆ົၳ̱͂̀၌ဥ̯ͦͥ̈́̓Ȃ۪

ȃ̹̱ͦͣ͘ࡉຳ͜ࢥ̧̹̳ͥ́͛ͥͅࡘ೩ͬك໅ޏ

生活クラブでんきとして今年５月から組合員に供給されている阿寒町のバイオガス発電所は、
地場のエネルギーの活用として、牛の糞尿を利用して発電するしくみです。８月10日、地元の
釧路支部組合員が施設見学をした当日の様子を報告してもらいます。

私たちの未来を変えよう！
生活クラブでんきで

ȁड͜අಭഎ͈͉̈́Ȃ೪

ഩ͈ಿ̦اܢထே̯ͦͥ

ાࣣ̈́̓ͅߞႹঌঐ೰๰

ඳਫ਼̞͂̈́̽̀ͥȶഔ༆

ఉ࿒എΓϋΗȜȷఈȂ࿩

ĳı Ԣոඤ͈၃෠ঔ୭͞ྦྷ

ంܡȂ඾ུ́੝͛̀ͅز

͈෻ഩ஌ͬ೒̲̀ഩႁރ

ȃཤഩ͈͂დ̱ࣣ̞͞಺ାͬਹ̳̭̠̞̳́ͧ͂͂ͥݯ

͇Ȃհ஠ͅ௣ഩ̦خෝ̺̞̠̭̳͂͂́ȃմඤ̱̩̹̀ͦ

ＪAՒ͈༷͈ێȶུြ͉อ൲̯̭̦̞༷̦̞ͦͥ͂̈́͢

̭͉̜̫͂́ͥͦ̓Ȥȷ̞̠͂࡞ဩͬ४ح৪͙̦ͭ̈́ۂ

͙೿̹͈͉͛́͂এ̞̳͘ȃ

ȁڠࡉ൚඾͉՛ഛ࢐́ޣג͈࢓೒વ̧̦ܳٺȂढ़ི̥ͣ

४حထ೰͈঑໐౜൚ၑম͞૖֥̦ြ̞̞̠ͣͦ̈́͂ͺ·

ΏΟϋΠ̜̱̹̦ͤ͘͜Ȃ͉̩׿ಎດೋ಴̥͈ͣ૶ঊ४ح

̜ͤ͜Ȃઁ૽ତ̦̈́ͣ઀ַ͈̥̈́ Ĳ শ۔ͬڠࡉ͈͕̓ۼ

ෝ̱̱̹͘ȃԺՒێζͼ·υΈςΛΡ̦୆ڰ·ρή̧́ͭ

͈୆ॲ৪̜̭́ͥ͂ͬၑٜ̱Ȃ౷֖අ଻ͬ୆̥̱̹΀Υσ

ΆȜ͈౷ॲ౷કȂठ୆خෝ΀ΥσΆȜ͈ຽ͈ݞփ݅ͬࣉ

ρή̧͈́ͭ၌ဥ৪̦̽͜·ڰȃ୆̹̱ͤ̈́͂ٛ͘ܥ̢ͥ

͂௩̢̭ͥ͂́জ̹̻͈ྚြ̦̠̓་͈̥ͩͥȂഩ͈ܨ

୆ॲ৪ͬ༴̢ͥ঑໐̹̭͂̈́̽͂́૧̹̈́هఴ̧ࣣ࢜ͅ

̞̹̞̲̞̳͂ۜ̀͘ȃȁȲߞႹ঑໐ א׋տ֥ ࢁत ၑࠃȳ

生活クラブエナジー 生活クラブでんきに
ついてはこちら！

９～11 月 でんきキャンペーン のお知らせ

᳇୥ᄌേ߿ⅣႺ⎕უࠍ㘩޿ᱛ߼るޔ߼ߚ ⣕ේ⊒ࠍㅴ߼
↢ౣน⢻ࠛࠡ࡞ࡀー߳ߩォ឵ߪࠍかるޔ ↢ᵴクࡉ࡜でࠎき

にෳട߁ࠂߒ߹ߒ！

�᦬��ᣣޔฬฎደᄢቇᄢቇ㒮�ਣጊᐽมᢎ᝼ࠍ⻠Ꮷに
ーで⣕὇⚛␠ળࠡ࡞ࡀὼ౒↢ဳౣ↢น⢻ࠛ⥄ޟ ߩޠ߳！
⻠Ṷળޔߣでࠎきߩ⋧⺣ળޕ��᦬にߪ ↢ౣน⢻ࠛࠡ࡞ࡀー

ࠍടㅦ᳞ߩーォ឵ࠡ࡞ࡀࠛߩ߳ ࠅる⟑ฬข߼
⚵ ޕߔ߹޿ⴕࠍߺ

ＪＡ阿寒 地域対策室長 田中さんの説明
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史
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世
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あ
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世
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な
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さ
れ
て
き
ま
し
た
。
日
本
人
に
は
見
え
な
い
も
の

を
察
す
る
力
が
あ
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習
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な
っ
て
、
若
い
人
や
お
子
さ
ん
達
へ
示
し
て
、
昔
か

ら
続
く
習
慣
や
文
化
を
改
め
て
大
切
に
残
し
て
ま
い

り
ま
し
ょ
う
。

組
合
員
の
エ
ッ
セ
イ
を
募
集
し
ま
す
。
４
０
０
字
程
度
。
テ
ー
マ

の
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
部
川
瀬
ま
で
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
か
業

務
便
で
送
っ
て
下
さ
い
。

問合せ  生活クラブ本部   ＴＥＬ  011（887）8891

https://www.hokkaido-seikatsuclub.coop/

Instagram・Facebookもご覧ください！

ホームページからも

アクセスできるよ

本ページに記載しているイベント等については、生活
クラブニュースを見て、参加申し込みをしてください。

●   わくわく市　　　　　
ハンドメイド品の販売

わくわくまつり　2023
ぜひ遊びにきてください

10 月９日（月・祝）
11:00 ～ 14:00

京王プラザホテル札幌
エミネンスホール

今年のテーマは

「つなげよう!!
食から人の輪へ」

●   あそびコーナー　　
親子で木の砂場を体験

● 生活クラブをまるごと紹介
・生産者トークリレー ・消費材の販売

　・お楽しみ抽選会 ・日東珈琲㈱の淹れ方実演  etc...

ニュース

９月３週 主催　森づくりプロジェクト

日　時　10月 15 日（日）８：20  ＪＲ札幌駅 北口出発
場　所　フィービラの森（古平郡古平町）
内　容 秋の森を楽しむ体験ツアーです。薪割りや火起こし、

子どもが楽しめるワークショップも行います。小屋づ
くりの手伝いも大歓迎！ 参加費500円（小学生以上）、
定員 40名。※申込者多数の場合は抽選

フィービラの森 体験バスツアー

ニュース

９月３週 主催　文化委員会

日　時　10月 27 日（金）　10：00 ～ 15：00
場　所　北海道大学   総合博物館前 集合
内　容 「地域から学ぶ歴史と平和」をテーマに大学構内を

フィールドワークします。北海道の被害と加害の歴
史を知り、平和を考えてみませんか。講師は北海道
大学大学院 小田博志教授です。

「もうひとつのキャンパスマップをたどって 」

北大フィールドワーク好評につき
第２弾！

ニュース

10月 1 週

日　時　11月１日（水）
場　所　社会福祉法人ゆうゆう（当別町）
内　容 当別町で共生のまちづくりをすすめている「社会福祉

法人ゆうゆう」を訪ね、創設者・理事長の大原裕介さ
んの講演を聴き施設見学をします。私たちが描く福祉
を一緒に考えてみませんか？

社会福祉法人ゆうゆう 見学バスツアー

福祉・たすけあいを考える

主催　福祉担当理事会




